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論文の内容の要旨

　サツマイモは生産性が高く，特に肥沃度の低い耕地でも高い生産性を維持できることから，世界的に重要な作

物である。一方で，窒素分の多い肥沃な土壌では逆に生産性が低下するなど，生産性を飛躍的に増加させるのが

難しい性質も有している。生産性を飛躍的に増大させるためには，塊根が肥大するメカニズムを明らかにする必

要が有る。本論文に記された研究は，サツマイモの根塊の肥大の分子機構を明らかにすることを目的として行わ

れた。

　一個の葉を挿し穂とし，その葉柄に発達する不定根を塊根発生の研究の材料とした。この材料を各種の培地で

培養し，低濃度の窒素を含む場合に効率良く塊根を誘導でき，一方濃度を上げると塊根が形成しないという実験

系を確立した。

　この実験系を用いて，塊根の形成過程でマーカー遺伝子として想定したデンプン合成に関係の深いAGPaseおよ

び色素合成に関係の深いCHS遺伝子が活発に転写されていることを見いだした。

　これらの成分が塊根で蓄積される一方で，細胞数の増大など形態形成活動も塊根では活発に起こっている。そ

こで著者は，植物の形態形成の基本パターンを規定しているとされているMA岨box遺伝子に注目して研究を行っ

た。既知のMADS－box遺伝子の良く保存されている部位の配列を元にしてPCRプライマーを設計し，PCR産物を

クローニングし，多種の侯補遺伝子の断片を取得した。それらの配列を調べ，遺伝子データーべ一スを利用して，

類縁関係を調べた。その結果，最終的にサツマイモから新規のMADS－box遺伝子であるSPMADS1，2，3，4の4種の遺

伝子を得ることが出来た。これらのタンパクには保存されたMADS－boxおよびKboxの配列が存在し，また，カ

ルモジュリン依存プロテインカイネースのリン酸化部位が存在することも確認できた。さらに，C一末端部位に配

糖化部位と考えられる配列も存在した。よってこれらの遺伝子が確実にM畑S－box遺伝子の一員であると判断し

た。また，Northem分析を用いた実験から，これらの遺伝子は葉，茎などの栄養組織で発現が見られ，特に根で

それが強かった。この配列を多数の既知のMADSbox遺伝子と比較したところ，他のM虹）㌻box遺伝子との類縁

性が低いことからoψan遺伝子と呼ばれている一群のM地S－box遺伝子と類似性が特に高かった。それらの遺伝

子もまた栄養生長との関係で議論されている遺伝子である。以上のことから，今回取得した遺伝子が，栄養生長，

特に根の発達に関係し，それを制御している遺伝子であることを強く示している。

　これらの研究によって，塊根形成を誘導する明確な実験系を確立し，マーカー遺伝子を利用して塊根形成の初
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発の時期を明確にし，さらに根塊の形態を作り出している制御遺伝子と考えられる遺伝子を見いだすことができ

た。

審査の結果の要旨

　著者は，サツマイモの塊根を誘導する実験系を確立し，AGPaseおよびCHSというマーカー遺伝子を利用して，

その過程を明確に示すことに成功した。さらに，形態形成に関与していると目されるMADS－box遺伝子を探索し

て，サツマイモから新規のMADSbox遺伝子であるSPMADS1，2，3，4の4種の遺伝子を得ることに成功した。これら

は塊根で特異的に働いており，塊根の形成を制御しているものと考えられる。これらの研究結果はその科学的な

新規性および農業利用の面で有用性が極めて高く，審査員が一致してその価値を認めた。

　よって，著者は博士（農学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
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